
特定非営利活動法人 日韓アジア基金・日本 

令和 4 年度(令和 4 年 1 月 1 日～令和 4 年 12 月 31 日)事業報告書 

 

令和 4 年度目標 

1 カンボジアに於ける活動地域周辺の小学校の教育レベル向上支援 

2 日韓交流事業の推進 

3 広報宣伝活動の充実 

 

【実施内容】 

1 カンボジアに於ける活動地域周辺の小学校の教育レベル向上支援 

1-1 識字学校支援 

 Prekchrey 小学校（No.9 校）の校区内、小学校から 3ｋｍ離れた所にある識字学校の 

支援（教員給与と家賃支援）は計画通り実施しました。 

1-2 Drinking Friends’ Fund 支援 

  現地職員が中心に行っている、貧困が原因で、学校に通えない子供達の学費・生活費 

支援の活動に当会も 2020 年より参加しています。 コロナ禍で、支援対象の４人の子

供達のご家庭の経済状況悪化のなか、この活動により学業を続けさせる事ができまし

た。 

 

2 日韓交流事業の推進 

2-1 日韓学生交流会企画・実行 

2021 年に当会創始者の 1 人、ウ・スグン氏と協力し、日韓の高校生を対象に、オン 

ラインでの交流会を企画・実行しました。 現在は当会の手を離れ、日韓の高校毎に 

活動を継続しています。 

2-2 韓国支部再興 

ウ・スグン氏との Zoom 会議等を通じて、現在活動休止中の韓国支部再興の動きに協

力しました。（現在は再興途上） 

 

3 広報･宣伝活動の充実 

3-1 日本国内イベントへの参加 

･グロｰバルフェスタジャパン 2022 への参加を試みましたが、抽選に外れ残念ながら 

参加できませんでした。 

・例年参加しておりました ABK フェスタはコロナ禍で本年も開催中止となりました。 

3-2 ホームページの一新 

 令和３年に一新したホームページの更新をおこないました。 

3-3 ニュースレターの発行 

・５月、１２月 の２回 ニュースレターを発行いたしました。 

・カンボジアの子どもたちに画いてもらった絵を当会オリジナル絵葉書にして支援者 

のみなさんに配布いたしました。（ニュースレターに同封） 

  （5 月のニュースレターは作業リソースが確保できず、葉書での簡易版としました） 
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     （カンボジア送金手数料は、カンボジア送金費用に含めております） 

 

 

                   ５ 

 



 

 

 

 監 査 報 告 書  

 

令和 5 年 3 月 5 日 

 

特定非営利活動法人 日韓アジア基金･日本 

代表理事 江本 哲也殿 

特定非営利活動法人 日韓アジア基金･日本 

監事  井内 和夫 

 

  私は、特定非営利活動促進法第 18 条の規定に基づき、特定非営利活動法人 日韓アジア

基金･日本の令和 4 年度（令和４年 1 月 1 日から令和４年 12 月 3１日まで）の 

事業報告書及び計算書類（活動計算書・貸借対照表・財産目録）について監査を行った。   

  私は、理事の業務執行の状況に関する監査に当たっては、理事会及びその他の重要な会

議に出席し或いは電子メールにより議事の確認を行い、必要と認める場合には質問を行っ

た。また、経営の状況及び財産の状況に関する監査に当たっては、帳簿や証拠書類の閲覧、

照合、質問等の合理的な保証を得るための手続きを行った。 

 

  監査の結果、法人の業務は法令及び定款及び令和４年度の活動方針、事業計画に基づき

適正に執行され、会計処理は一般に公正妥当と認められる会計原則に則って適正に処理さ

れているものと認められた。 

 

  よって、私は、上記の事業報告書及び計算書類が、特定非営利活動法人 日韓アジア基金･

日本の令和 4 年 12 月 31 日をもって終了する事業年度の業務執行の状況、経営の状況及び

同日現在の財産の状況を適正に表示しているものと認める。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ６ 

 



 

 

特定非営利活動法人 日韓アジア基金・日本 

令和５年度(令和５年 1 月 1 日～令和５年１２月３１日)事業計画書 

 

令和５年度目標 

1 カンボジアに於ける活動地域周辺の小学校の教育レベル向上支援 

2 韓国支部再開への協力 

3 広報宣伝活動の充実、各種イベントへの参加（再開） 

 

1 カンボジアに於ける活動地域周辺の小学校の教育レベル向上支援 

1-1 識字学校支援 

 Prekchrey 小学校（No.9 校）の校長先生が経営する非正規の識字学校への支援を今年度も

継続します。コロナ禍で厳しい家計を支援すべく、学用品等の支援を検討します。 

1-2 Ｄｒｉｎｋｉｎｇ Ｆｒｉｅｎｎｄｓ Ｆｕｎｄへの支援拡充 

 様々な事情により学費の捻出が困難な児童・生徒を対象に学費、生活費の支援を行って
いきます。現在 支援の対象は小学生女児２名です。 
昨年この支援を終了し大学へ進学し苦学している少年への支援を別途検討します。 

 

2 韓国支部再開への協力 

2-1 韓国事務局の再度立ち上げ 

 当会の創始者の一人ウ・スグン氏と連絡を取りながら実現へ向けて準備を継続します。 

 

3 広報･宣伝活動の充実 

3-1 外部イベントへのブｰス出展・募金活動  

・ カンボジア祭り（5 月・・初めて参加します） 

・ グロｰバルフェスタジャパン 2023（10 月） 

・ アジア文化会館まつり （11 月） 

3-2 チャリティーコンサート開催 

  東芝社内バンドとのコラボレーションを計画します（7 月） 

3-3 ニュースレター 

･ ニュースレター発行については新型コロナの状況を見ながら広報ハガキでの代替も想定

しながら発行の維持に努めたいと思います。 

3-4 自修館中等教育学校との協同活動の発展 

・引き続き親密に連絡を取りながら同校とのコラボレーション活動を行っていきます。 

3-5 ホームページ充実 

・2021 年に一新し、2022 年にリバイスしたホームページを充実し、広報活動を強化 

していきます。 
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